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市
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
四
学
校
に
お
い
て
一
月
中
に
実
地
二
、
昭
和
四
十
年
度
に
入
学

十
一
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
あ
予
定
で
す
。
該
当
背
で
あ
を
猟
予
し
た
者

す
る
お
子
さ
ん
鳶
住
民
肇
録
台
っ
て
十
二
月
末
円
迄
に
こ
の
通
昭
和
四
十
一
年
腱
批
学
時
健

帳
を
基
に
し
て
調
査
し
、
就
学
知
謀
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
康
診
断
の
円
糀
は
次
の
通
り
で

時
の
健
康
診
断
通
知
書
を
各
保
教
育
委
員
会
へ
巾
し
出
て
下
さ
す
の
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

護
若
宛
本
年
の
十
二
月
末
日
ま
い
。
昭
和
四
十
一
年
の
入
学
予
上
君
田
小
一
月
十
一
日

で
に
発
送
下
君
田
小

す
る
予
延
明
春
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ
〃
十
一
Ｅ

で
あ
り
ま

横
川
小

す
。
こ
の
通
知
書
に
は
健
康
診
走
者
は
次
に
該
当
す
る
お
子
さ
〃
十
一
円

断
Ｈ
及
び
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
ん
で
す
。
松
岡
小
一
月
十
二
Ⅲ

生
年
月
日
、
等
が
記
載
さ
れ
て
一
、
昭
和
三
十
四
年
四
Ｈ
二
東
小
一
月
十
三
日

お
り
ま
す
の
で
誤
り
が
な
い
か
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
商
萩
小
一
月
十
八
日

ど
う
か
、
確
か
め
て
下
さ
い
。
月
一
日
童
で
に
出
生
し
た
秋
山
小
一
月
十
九
日

健
康
診
断
は
各
を
入
学
す
る
各
者
〃
二
十
日
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思'‘､出多かつた1965年もあとわずか、 しわすの町は買物客でにぎわしい

お正月はもうそこまで、といったきよう、このごろです。 しかし油断大敵、

ちょっとした心のスキに災難はおこるもの、じゅうぶん心しましょう。

恒例の歳末たすけあい運動がはじまりましたが、みんなで明るいお正月を

迎えられるよう、おたがいの善意を寄せあいたいものです。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
お
と
な

も
、
こ
ど
も
も
、
ま
た
ど
ん
な

階
層
の
人
も
、
同
じ
よ
う
に
Ⅲ

る
く
楽
し
い
正
月
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
世
の
中
に
は
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
日
ぐ
ら
し
の
貧
し
い

人
、
な
が
い
病
気
で
苦
し
ん
で

い
る
人
、
身
寄
り
の
な
い
人
た

ち
な
ど
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
が
少
し
で

も
あ
た
た
か
い
冬
を
、
そ
し
て

明
る
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
ゑ
ん
な
で
た
す
け
あ
お

「
桑
ん
な
で
明
る
い
正
月
を
」

と
、
こ
と
し
も
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
か
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

Ｖ

学
校
に
お
い
て
一
月
中
に
突
施
二
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昭
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四
十
年
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学

す
為
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定
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当
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祈
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こ
と
し
の
市
の
目
標
領
は
三

十
万
円
で
す
。
各
組
内
に
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暮
れ
の
生
活
を

手
際
よ
く

〃
し
わ
す
〃
は
一
年
の
し
め
く

く
り
と
、
新
し
い
年
と
の
折
り

目
の
月
で
す
。
暮
れ
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
や
た
ら
に
忙
し
く
過

ご
さ
ず
、
家
族
み
ん
な
の
予
定

と
家
本
計
両
表
を
つ
く
っ
て
計

画
的
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

お
掃
除
は
何
日
に
も
分
け
少

し
ず
つ
し
ま
し
ょ
う
。

家
計
簿
の
集
計
を
す
っ
か
り

す
ま
せ
、
新
年
の
計
画
を
た
て

ま
し
よ
』
う
。
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新年濯刺
贈
っ
て
喜
ば
れ
る

”
た
ば
こ
‐

年
末
、
年
始
の
剛
答
用
に
は

ぜ
ひ
〃
た
ば
こ
〃
を
ご
利
用
下

さ
い
。
各
た
ば
こ
店
で
は
美
し

い
化
糀
新
奇
准
伽
し
、
無
料
で

サ
ー
、
ビ
ス
し
て
お
り
ま
す
。

ご
用
命
下
さ
れ
ば
配
達
も
し

ま
す
、
な
お
〃
た
ば
こ
〃
か
ら

学
校
、
道
蹄
、
桶
等
が
生
ま
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
・

た
ば
こ
消
費
税
（
一
本
四
二

銭
、
買
っ
た
と
こ
ろ
の
市
町
村

に
入
る
）
と
し
て
年
間
約
二
千
‐

三
百
万
円
が
市
に
納
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

〃
た
ば
こ
〃
は
ぜ
ひ
地
元
の

た
ば
こ
屋
さ
ん
か
ら
買
い
ま
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（昭和40年4月から9月まで）

財政事情の公表とは、市財政の内容を定期的に市民の

みなさんにお知らせすることになっております。以下は

市の財政のあらましです。
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「
財
政
事
情
の
公
表
」
と
い

う
と
大
変
む
ず
か
し
く
聞
こ
え

ま
す
が
、
魂
な
さ
ん
の
家
計
接

と
同
じ
く
、
入
っ
て
き
た
お
金

と
支
払
っ
た
お
金
、
そ
し
て
財

産
や
、
借
金
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
高
萩
市
と

い
う
大
き
な
家
庭
の
家
計
接
を

家
族
で
あ
る
市
民
の
ゑ
な
さ
ま

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
す
。

予
算
四
億
七
千
六
十
二
万

七
千
円

健
全
財
政
を
建
て
前
と
し
て

昭
和
四
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
四
億
三
千
百
七
十
五
万
五

千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
回
ほ
ど
予
算
が
追

加
さ
れ
、
九
月
末
現
在
で
四
億

へ
一
堂

》
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「"'‘；議会訂 七
千
六
十
二
万
七
千
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

追
加
に
な
っ
た
の
は
、
最
初

に
見
込
め
な
か
っ
た
経
費
や
、

新
し
く
必
要
に
な
っ
た
経
費
や

補
助
金
な
ど
が
決
ま
っ
た
た
め

で
す
。

収
入
が
支
出
を
上
回
る

九
月
末
現
在
の
収
入
と
支
出

の
割
り
合
い
を
み
て
み
ま
す
と

予
算
額
に
対
し
て
収
入
は
四
十

六
・
二
％
、
支
出
は
三
十
七
・

六
％
で
収
入
が
支
出
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
や
り
く
り

が
た
い
へ
ん
じ
ょ
う
ず
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

建
設
事
業
は
こ
れ
か
ら

支
出
は
ま
だ
三
十
七
％
で
す

か
ら
四
十
年
度
中
に
行
な
う
工

事
の
ほ
と
ん
ど
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
、
三
月
末
ま
で
に
は
、

建
設
事
業
も
急
↓
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
ま
す
。
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鈍舞滑鞭

才
入
予
算
の
う
ち
、
市
税
の

予
算
額
は
一
億
五
千
七
百
余
万

円
で
し
た
が
、
そ
の
後
四
百
五

十
二
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
て

一
億
六
千
二
百
二
十
六
万
四
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
歳
入
予
算
の
三
十
四

・
五
％
を
占
め
、
九
月
三
十
日

現
在
の
収
入
済
寒
額
は
八
千
百

四
十
九
万
五
千
円
、
予
算
額
の

五
○
・
二
％
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

市
税
の
内
訳
は

市
民
税
が
三
千
三
百
七
十
二

万
八
千
円
（
四
十
五
・
四
％
）

固
定
資
産
税
八
千
百
十
四
万
一

Iと緬繊
ﾙ‘ ,蝋I

市
税
は
別
％
が
納
入
済
み

恢脅宙

’そい ウと

千
円
（
五
十
三
・
八
％
）
た
ぱ
↑
」

消
費
税
二
千
四
十
万
門
（
四
十

三
・
二
％
）
電
気
ガ
ス
税
一
千

三
百
万
円
（
四
十
二
・
一
％
）

そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令梵.凸ｩ今.－，口今"､，釦｡■ず夕･句･口●ん.腓守も.ザ由今=ザ田bbゅ戸妙￥ゆ守ら.pq･吟●■･邑令P知凸P寺①-口qb‘･中口し邑〆中旬卓●噂も.今■ややむPb-凸P守牛=令q◆ず

これだけある市の財産

土 地･…”…･ ・ ・・ 358.851 .67㎡

山 林……･…･…･…83.42ha

有価証券…･ ･ ･･ ･………40万円

基 金･………･…･…75万2千円

車 輌・ ･…･…………14台

消防自動車………･……・ ・ 5台

可搬動力ポンプ･“･”…･･･ ･･…･16台

庁 舎・･･…･“･……･ ･1878.57㎡

消防施設…“…･ ･ ･……･3212.03㎡

学 校・･“． ．…･…･25.893. 7㎡

公営住宅（230戸)･…..7059.837f

収入済額収入歩合

15.327円 45.4％

43．732 53，8

β

科 目 ｜予算現廻
市民税 羽

別

728円 15

141 43
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１
固定資産税

軽自動車税 2． 121 1 2．347

20.400 1 8.813たばこ消費税

電気カス税 ’ 13 0n0 | 5.477

鉱産税

木材引取税

都市計画税

31 ．8４
５

２
７

４
７

１
１
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戸向谷
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５
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９

６
》
４

７
』
・
１

・
８

区、り
JU･L

q

』 62．264計

冬
工
住
宅
、
士
木
、
消
防
庁

借
舎
な
ど
を
建
築
し
た
と

き
の
借
金
が
あ
り
ま
す

の
利
率
は
非
常
に
低
率

市
で
垂
池
嘩
耐
畔
ひ
と
り

あ
た
り
四
千
四
百
五
十

三
円
の
借
金
が
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
世

帯
あ
た
り
で
は
一
万
八

千
九
百
七
十
八
円
に
な

り
ま
す
。

Ｂ
■
■
、
■
夕
己
々
〃
Ｌ
四
戸
■
迫
■
野
甦
■
〃
己
も
■
■
、
■
鹿
Ｌ
■
グ
■
、
■
〃
、
ご
■
巳
■
■
■
『
■
■
Ｌ
■
■
己
宅
■
け
い
■
回

市の借金

る
こ

一
世

万
八

に
な

は1億4473万円

市
営
住
宅
を
建
て
た

り
、
学
校
を
建
て
た
り

す
る
費
用
を
一
度
に
市

の
収
入
か
ら
支
払
う
と

ほ
か
の
事
業
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

そ
れ
で
国
や
銀
行
か

ら
お
金
を
借
り
て
、
長

い
間
に
返
し
て
い
き
ま

す
が
こ
の
市
の
借
金
を

市
債
と
い
い
ま
す
。

こ
の
市
の
借
金
は
現

在
教
育
関
係
が
一
番
多

く
、
八
千
百
余
万
円
、

次
に
庁
舎
を
建
設
し
た

と
き
の
借
金
二
千
三
百

余
万
円
、
そ
の
他
公
営

住
宅
、
士
木
、
消
防
庁

－424－



(3) 市 報 た は ぎか 昭和4○年12月1○日発行
一

’鍵
◎
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
自
転
車
置
場
券
一
庁

舎
内
に
新
設
し
ま
し
た
。

◎
高
萩
劇
場
を
買
入
れ
て
公
会
堂
と
し
て
利
州
す

る
た
め
に
五
○
五
万
円
群
投
じ
、
十
月
一
日
か

ら
利
用
を
始
め
ま
し
た
。

◎
小
型
川
輸
血
二
台
を
買
っ
て
・
コ
ミ
の
収
集
を
早

く
す
る
こ
と
に
つ
と
め
ま
し
た
。

◎
農
林
関
係
に
お
い
て
は
へ
き
地
の
電
気
導
入
資

金
と
し
て
一
三
五
万
七
千
円
、
草
地
改
良
事
業

に
三
百
万
円
・
を
投
じ
用
水
勝
工
斗
の
改
良
に
百

万
円
方
↑
か
け
て
農
林
業
の
折
代
化
に
つ
と
砧
ま

し
た
。

◎
道
路
補
修
工
事
に
九
八
一
万
円
を
か
け
て
道
路

の
整
備
に
つ
と
め
ま
し
た
、
叉
橋
の
架
替
工
事

に
二
四
一
万
門
投
じ
ま
し
た
。
失
対
事
業
費
と

し
て
道
路
舗
装
そ
の
他
の
工
事
に
二
千
八
百
六

七
万
円
券
投
じ
ま
し
た
。

◎
駒
木
原
に
市
営
住
宅
二
十
戸
を
建
設
し
ま
し
た

◎
消
防
庁
舎
の
建
設
と
ポ
ン
プ
車
一
台
を
購
入
し

常
設
消
防
署
へ
の
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。

◎
下
君
田
小
学
校
を
増
築
し
、
松
岡
小
に
給
食
室

を
つ
く
り
ま
し
た
。
工
業
高
校
の
建
設
負
担
金

と
し
て
一
千
七
一
万
円
を
納
め
ま
し
た
。

鴬 :

; 黙
＃ 卿

撚 :

Ｍ
雨
囚
四
Ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ｊ
■
■
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Ｆ
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ｈ
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Ｈ
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卜
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川
ド
ｈ
ｈ
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ト
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ト
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四
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卜
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昭和39年度歳入歳出決算額一覧表（一般会計）

歳入

月零号｜科
1

1

予算

'51 ．748

97．01 〔〕

決算額 ｜予算対Ⅱ龍
一
悟
叩

、

15678402ds lO331
96

市 税

地方交付税７

３

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ

０００ｎＯＯＯＯＯ師

分担金及び負担余

使用料及び手数料

1 ． 1，8．001 1 ．260270 1 1 13．74

9．969．000 9．973．940 ４
９

０
３

０
８

０
９ ９国庫支出金

県支出金

91 ．37，．000 ｎ
ｏ
Ｅ
Ｊ

ｎ
ブ
ー

Ｏ
ゾ
ー
ｌ

Ｑ
Ｊ
く
り

ｎ
ｏ

５

３
４

８
４

９
９

蝿
一
洲6．538．000

入
令

財・ 箙収

寄 附

'3．935．00C

3．544．000

『、n戸

ひと，｡、０
４

８
７

８
３

６
３

９
６

２
１

ｒ
３ 駒木原に市営住 セ20戸建設５

７

２

？
０
０

９
０
０

８
０
０

９
｜
旧
一
Ⅲ

吃
一

繰

繰

入

越

1 ． 126．0CO ５
６

５
０

８
９

６
３

２
２

１
４

１
４

釜
今
立 14．423．00、

諸

市

収 入

債

15． 190．000 1 13．662． 149 89．94

16.600-00 ’ 12.350.000 74．39

｜
牝 4，3412．561 ．000 ． 130．662 97．71訂「

歳出

鍔
－
１
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
４

科 予算額 決算額目 予算対比
円

12．897．736
円

12．863． 104

；連

萱
費

会

総

議

務

99．73

総謝鍛72．817．850
F

’ 71 ．075． 194 97．60 鱗

103．320．000 102．404．757民 生 費 99． 1 1 校の給食室松岡小 堂

衛 生 費 19.651 .490 1 18.526.056 94．27 蕊：

蕊

労 働 費５
ｌ
６
ｌ
７

８
ｌ
ｑ

30．422．000 ３
９

７
０

１
８

１
４

３
７

７
５

８
９

２
２

94．44

農林水産業費

商 工 費

36．007．000 ３
７

１
３

２
７

８
９3．095． 1 18 3．013．743

３
１

７
６

７
３

９
６

３
１

費
費

木I－
L 41 ．692．000 塑

諏

QRqQ
リJ・リJ

消 防 17.034.04C 96．05

10 1教 育 費 58366．774 叫
凋

５
５

６
，

２
２

９
６

詑

叫

97．53

五
12

万

公 債 費 '5． 171 ．00［ 師
一

６９

予 備 費
費

514．992

災害復旧 1 －571 ．000 1 ．400．757 ６
０

１
８

９
５

８
９’計 412．561 ．000 395．272． 170

歳入歳出差引残金7.858.492翌年度繰越 高萩劇場を改築した市公会堂
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(4）市報た ぎか は昭和4○年12月1○日発行

I
づ
け
ら
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
何
よ
り
・
一
心

地
の
利
に
恵
ま
れ
、
独
立
戦
争

直
後
合
衆
国
の
仮
首
都
と
な
っ

た
程
で
、
特
に
エ
リ
ー
運
河
が

開
通
し
、
五
大
湖
を
中
心
と
す

る
豊
か
な
中
部
と
海
外
の
中
断

地
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

日
の
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
発
展
の

基
と
な
っ
た
。
一
八
九
八
年
に

は
周
辺
の
人
口
を
吸
収
し
て
現

ワ
シ
ン
ト
ン
を
午
後
出
発
、

一
時
間
で
一
三
ｌ
ヨ
ー
ク
に
着

い
た
。
空
港
よ
り
バ
ス
で
市
内

に
入
っ
た
。
途
巾
平
た
ん
で
見

渡
す
限
り
の
耕
地
で
三
灸
五
々

と
農
夫
の
耕
す
姿
が
見
え
る
・

街
に
着
く
と
さ
す
が
ア
ゾ
リ

カ
オ
ー
の
都
会
、
ハ
ド
ソ
ン
川

を
隔
て
て
中
央
に
舞
え
る
ピ
ル

街
は
実
に
見
事
で
あ
る
。
’
三

１
ヨ
ー
ク
は
一
六
一
四
年
オ
ラ

ン
ダ
西
ド
イ
ツ
会
社
か
マ
ン
ハ

ッ
タ
ソ
’
一
貿
易
の
拠
点
を
お
き

ニ
ュ
ー
、
ア
ム
ス
テ
ル
・
ダ
，
《
と

命
名
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

一
方
植
民
地
拡
大
を
企
て
た
イ

ギ
リ
ス
は
一
六
六
四
年
軍
隊
を

さ
し
む
け
て
同
烏
を
占
領
し
、

当
時
の
国
王
の
弟
ヨ
ー
ク
公
に

ち
な
ん
で
一
一
ユ
ー
ヨ
ー
ク
と
な

世
界
の
首
都
、
ア
メ
リ
カ

第
一
の
都
市
一
一
ユ
ー
ヨ
ー
ク

欧
米
を
旅
し
て

市
長
安
村
篤

在
の
五
区
に
広
げ
ア
メ
リ
カ
矛

一
の
都
市
と
な
っ
た
。
更
に
一

九
四
六
年
に
は
国
連
本
部
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
か
れ
た
結
果

世
界
の
首
都
と
な
り
、
現
在
人

口
七
八
○
万
東
京
に
つ
ぐ
世
界

矛
二
の
都
市
で
あ
る
。

立
並
ぶ
高
層
建
築
、
三
七

五
メ
ー
ト
ル
の
エ
ン
パ
イ

ヤ
ー
ス
テ
イ
ト
ビ
ル

’
三
－
ヨ
ー
ク
で
は
市
役
所

訪
問
は
や
め
、
ま
ず
エ
ン
・
〈
イ

ヤ
ー
ス
テ
イ
ト
ピ
ル
に
登
っ
た

が
、
エ
レ
◆
ヘ
ー
タ
ー
は
五
段
階

に
な
っ
て
い
る
。
私
は
四
段
階

ま
で
乗
り
粋
え
て
登
っ
た
。
こ

の
ピ
ル
は
一
九
三
一
年
当
時
の

州
知
事
ス
ミ
ス
氏
が
四
百
万
ド

ル
を
投
じ
て
建
て
た
ビ
ル
で
、

高
さ
三
七
五
米
、
百
二
階
と
な

っ
て
お
り
、
せ
ん
端
に
あ
る
六

○
米
の
テ
レ
ビ
塔
は
、
’
三
－

ヨ
ー
ク
の
全
テ
レ
ビ
会
社
が
利』

【五】

用
し
て
い
る
。
こ
の
四
段
階
の

と
こ
ろ
に
は
展
望
台
か
あ
り
、

全
市
を
一
望
の
中
に
お
さ
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
脚
下
に
総
ゆ

る
ビ
ル
群
は
錐
を
並
べ
た
ご
と

く
直
立
し
て
い
る
、
は
る
か
に

見
ゆ
る
街
並
は
地
平
線
ま
で
続

き
、
霞
ん
で
い
ち
、
自
動
車
の

流
れ
は
蟻
の
は
う
よ
う
に
何
キ

ロ
も
続
い
て
見
え
る
、
’
三
－

ヨ
ー
ク
は
高
層
ビ
ル
の
街
で
、

七
○
階
、
四
○
階
の
ピ
ル
が
無

数
に
立
ち
並
ん
で
い
る
・

万
国
旗
か
整
然
と
建
ち
並

ぶ
国
連
本
部

私
共
の
見
逃
が
し
て
な
ら
な

い
の
は
国
連
本
部
が
あ
る
。
本

部
の
前
に
は
万
国
旗
が
整
然
と

建
ち
並
び
ひ
ん
ぽ
ん
と
ひ
る
が

え
っ
て
い
る
中
に
入
る
と
、
大

会
議
場
は
円
型
を
な
し
、
抽
選

に
よ
っ
て
席
順
が
決
ま
る
。
わ

が
国
な
ど
は
最
も
よ
い
席
順
を

と
っ
て
い
る
と
聞
く
、
そ
の
他

多
数
の
小
会
議
室
や
、
売
店
等

が
無
数
に
あ
り
、
こ
の
国
連
本

部
に
よ
り
世
界
の
平
和
が
保
た

れ
て
い
る
。

－クの国連本町ﾆニユー

ア
メ
リ
カ

に
も
乞
食

が
い
る

私
達
は
ア

メ
リ
カ
の
良

い
面
の
象
を

祝
祭
す
る
の

で
は
な
く
裏

面
を
み
よ
う

１
こ
、
プ
ロ
ゴ
テ

ー

通

り

へ

出

社
会
保
障
制
度
の
運
用
を

誤
る
な
／
，

わ
が
国
な
ど
も
社
会
保
障
制

度
が
現
在
の
よ
う
に
発
達
し
な

か
っ
た
時
は
、
た
く
さ
ん
の
乞

食
が
い
た
、
少
し
で
哨
餓
に
な

く
も
の
の
な
い
様
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
法
の
運
用
を
誤
る
と
惰
民
を

造
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

黒
人
街
に
行
け
ば
な
か
，
く
、
立

派
な
店
舗
を
構
え
て
い
る
者
も

あ
る
、
チ
ャ
イ
ナ
、
ダ
ウ
ン
の

如
く
数
万
の
人
友
が
市
街
を
な

し
て
い
る
、
そ
の
反
面
、
ス
ラ

ム
街
に
は
、
朝
の
十
時
頃
に
は

自
由
労
務
者
が
ア
プ
レ
、
あ
ち

ら
に
二
千
、
こ
ち
ら
に
三
千
人

た
、
こ
の
辺
一
帯
は
乞
食
が
非

常
に
多
く
社
会
保
障
制
度
を
調

査
し
た
が
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
若
い
う
ち
か
ら
な
ま
け
て

い
る
者
は
こ
の
国
で
も
や
っ
ぱ

り
乞
食
と
な
る
、
法
を
無
視

し
、
年
金
も
か
け
ず
に
い
る
者

が
あ
る
と
見
え
る
。
し
か
し
救

世
軍
に
よ
り
食
物
だ
け
は
あ
た

え
て
い
る
と
の
事
。

と
、
ぶ
ら
ぶ
ら
む
れ
を
な
し
て

い
る
、
東
京
の
山
行
、
大
阪
の

釜
ケ
崎
の
様
だ
、
悪
の
温
床
地

帯
と
も
い
わ
れ
犯
罪
者
の
多
く

は
こ
の
街
よ
り
出
る
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
独
立
の
象
徴
自

由
の
女
神

船
で
有
名
な
目
由
の
女
神
の

隊
を
見
た
、
こ
の
女
神
は
ア
メ

リ
カ
百
年
を
記
、
、
し
て
一
八
八

六
年
フ
ラ
ン
ス
よ
り
合
衆
国
に

寄
贈
さ
れ
た
鴫
の
で
、
高
さ
約

五
○
米
、
一
四
二
の
支
柱
の
上

に
た
つ
こ
の
女
神
像
の
内
部
に

は
一
六
八
段
の
ら
せ
ん
状
階
段

が
設
け
ら
れ
頭
祁
の
展
望
台
ま

で
登
る
こ
と
が
出
来
る
、
川
の

中
に
台
場
を
築
き
そ
こ
に
、
こ

の
女
神
を
祭
っ
て
あ
り
足
を
鎖

（
写
真
は
自
由
の
女
神
）

で
つ
な
い
で
あ
る
ｃ
ア
メ
リ
カ

は
こ
の
鎖
を
た
ち
き
っ
て
独
立

し
た
と
い
う
象
徴
を
形
ど
つ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

世
界
博
覧
会
で
人
気
を
呼

ぶ
ハ
ウ
ス
オ
ブ
ジ
ヤ
パ
ン

折
柄
一
三
－
ヨ
ー
ク
で
は
世

界
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
日

本
の
会
場
に
は
小
は
時
計
、
カ

メ
ラ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
、
ラ

ジ
オ
、
大
は
あ
ら
ゆ
ろ
機
械
が

並
“
へ
て
あ
り
．
出
品
物
は
世
界

い
ず
れ
の
国
に
出
劣
る
も
の
で

は
な
い
、
吾
国
産
業
の
威
力
を

遺
憾
な
く
甕
揮
し
て
い
る
。

人
気
を
呼
ん
で
い
る
の
が
ハ

ウ
ス
オ
プ
ジ
ヤ
”
ハ
ン
で
あ
る
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ゾ
に
は
日
本
よ

り
教
養
の
香
り
高
い
美
人
を
数

十
人
選
ん
で
接
待
に
当
っ
て
い

る
。
出
発
以
来
二
十
日
間
て
若

段

し
日
本
女
性
と
純
日
本
料
理
を

味
う
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
高

萩
↓
〈
ル
プ
前
工
場
長
稲
葉
氏
の

令
嬢
宣
子
さ
ん
に
会
う
こ
と
が

出
来
た
。

会
場
は
広
大
で
二
日
で
は
観

覧
出
来
る
も
の
で
は
な
い
、
場

内
を
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
廻
つ
た

い
ず
れ
の
国
も
自
田
製
品
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
と
め
生
産
の
増
強
と
繁

栄
の
た
め
に
斗
っ
て
い
た
。

い
よ
い
よ
こ
れ
で
ア
メ
リ
カ

の
主
要
都
市
も
訪
問
を
終
っ
た

行
政
は
各
州
に
よ
っ
て
ち
が
い

は
あ
る
が
、
殆
ん
ど
変
り
は
な

い
、
決
し
て
日
本
の
行
政
が
お

く
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
か

っ
た
し

旅
行
中
一
番
困
っ
た
チ
ッ
・
フ

私
が
ア
メ
リ
カ
旅
行
中
、
一

番
困
っ
た
こ
と
は
チ
ッ
プ
で
あ

る
。
自
動
車
に
の
っ
た
時
、
料

金
を
払
っ
た
外
に
チ
ッ
プ
を
渡

す
、
食
事
の
場
合
も
筆
１
イ
｝
い
ち
い
ち
チ
ッ
プ
を
払
う
、
ま

こ
と
に
厄
介
千
万
で
あ
る
。
物

を
買
う
時
は
代
金
の
外
に
税
金

を
別
に
，
一
文
払
う
こ
と
な
ど
た
い

へ
ん
不
目
由
で
あ
っ
た
〕

訂
正
の
お
知
ら
せ

○
先
吋
号
の
火
災
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ
記
事
、
な
か
か
ら
、

救
急
業
務
は
「
高
萩
警
察
署
心

一
一
○
番
」
と
い
弓
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
が
救
急
業
務
は
署

で
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
《
汀
正
し
ま
す
。

い
“
よ
い
よ
十
月
六
日
イ
ギ
リ

ス
の
ザ
ラ
ス
・
づ
１
へ
向
っ
て
出

発
し
・
た
。

し
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